
ICOM-ASPACとは　

　ICOM-ASPAC（International Council of Museum-

Asia-Pacific Alliance：国際博物館会議アジア太平洋地域

連盟）は、ICOM（International Council of Museum：国

際博物館会議）（※注）に設置されている8つある地域団

体の１つで、アジア太平洋地域を中心に20か国が加盟して

いる（表を参照）。

　ICOM-ASPACは、1967年に設立された。アジア太平洋

地域において、各国間のICOM国内委員会の情報交換と協

力関係を推進するためにフォーラムの場を提供し、博物館

と博物館専門家のコミュニケーションレベルを向上させる

ことを目的としている。近年は、2002年中国、2003年スリラ

ンカ、2007年イランにおいて会議・ワークショップを開催し

ている。

会議開催の意義　

　ICOMはこれまでも世界の博物館の発展に寄与してきた

が、近年特に経済成長や博物館数の増加等で発展が著し

いアジア太平洋地域に重点をおいた政策をとろうとしてい

る。実際、ICOMでは戦略的政策案を検討しており、その計

画の中で、今後アジア諸国の博物館について重視し、アジ

アにおける会員数の増加、ネットワークの強化を図りたいと

している。この動きに伴い、ICOM-ASPACにおいても、こ

の地域におけるネットワークの充実を図ることを重要視し

ている。これまで、共有できる言語がない、英語でコミュニ

ケーションするにしても母国語ではない、地域的にも離れ

ているなど広大な地域を範囲とするが故の問題や、アジア

としての声を国際社会に反映させる機会が少ないといった

博物館政策的な問題があった。そこで、当会議では、アジ

ア太平洋地域の博物館関係者が集い、今後連携・協力を深

めていくためにはどのような課題があるのか確認し、課題

解決の方向性を探りたい。また、この会議を開催することによ

って、この地域の博物館動向が把握されることを期待する。
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特集：ICOM-ASPAC日本会議2009

　ICOM-ASPAC日本会議2009を本年12月7日（月）～9日（水）の間、国立科学博物館において開催する。

当会議の概要および最新の情報等について以下のとおり、お知らせする。

※注　ICOMとは

ICOMは世界の博物館の発展のために活動している非政府団体であり、会員には、個人会員と団体会員の２つがあり、151の国と地域

から26,000の博物館専門家会員が加盟している。ICOMの下では、各国国内委員会、地域団体、関連団体が様々な活動をおこなうほ

か、特定の分野について活動をおこなう国際委員会などもある。この委員会の中には、自然史博物館や科学センターを対象にした委

員会、あるいは展示方法や学習支援活動に特化した委員会などもあり、参加館同士で積極的に情報交換等をおこなっている。

区　　　　分 国　　　　　名

（1）日本　（2）中国　（3）韓国　（4）モンゴル　

（5）カンボジア　（6）インドネシア　（7）マレ ー シ

ア　（8）フィリピン　（9）シンガポール　（10）タイ

（11）ベトナム

（12）バングラディシュ　（13）インド　（14）ネパー

ル　（15）スリランカ　（16）イラン

（17）アフガニスタン　（18）アゼルバイジャン　

（19）オーストラリア　（20）ニュージーランド

アジア

東アジア

東南アジア

南アジア

中央アジア

オーストラリア・
ニュージーランド

太平洋

表　ICOM-ASPAC加盟国一覧　　　　　　　（2009.8.3現在）

http://www.jcsm.kahaku.go.jp


会議の実施体制

　2008年12月に開催されたICOM日本委員会で、

ICOM-ASPAC、ICOM日本委員会、日本博物館協会、国立

科学博物館の4組織が共催して当会議を開催することを決

定した。

　当会議開催に向けて組織委員会、実行委員会を組織し、

これまで様々な議論を重ねてきた。4月には当会議の専用ホ

ームページを立ち上げ、また国内向けにチラシを配布する

などして当会議の開催について広報してきた。問合せ等に

ついては、窓口として日本博物館協会と国立科学博物館と

で当会議に関わる事務を対応している。

会議の内容

　当会議は，基本テーマと3つのセッションテーマから構

成される（p.３に掲載した「ICOM-ASPAC日本会議2009」

概要を参照）。これらのテーマについて議論されたことを

基に東京宣言としてまとめる予定である。３つのセッション

内容については、各セッションのコンビナー（当会議では各

セッションのとりまとめ役をコンビナー：convenerと称す）

が詳しく後段で説明するため、ここでは基本テーマの内容

と最新の状況について触れることとする。

　当会議の基本テーマは、「アジア太平洋地域における博

物館の中核的な価値の再考と地域遺産 Rethinking of 

Museums' Core Value and Regional Heritage in 

Asia-Pacific」である。　アジア太平洋地域の博物館はこれ

まであまり互いに連携することがなかった。2007年イラン

（シラズ）で開かれたICOM-ASPACの会議では、「アジア

にとっての博物館とは何か」という議題があげられた。イラ

ンの会議を契機に、この地域の博物館がどのように協力

し、どのように社会の中での在り方を考えるべきかという問

題意識を共有する必要性が高まった。2008年の寧波におけ

る博物館フォーラムでは、「21世紀における博物館の新し

い責務と中核的な価値」というテーマの下、急速に変化す

る社会の中で博物館の「中核的」役割について討議がなさ

れた。

　当会議のテーマとなっている「博物館の中核的な価値」

は、アジア太平洋地域における博物館の本質的な在り方を

考えようというこれまでの流れを再確認し、発展させるもの

である。テーマには、特に、この地域の博物館にとって最も

重要な問題の１つと思われる地域遺産を取り上げ、各地域

において博物館としていかに地域遺産へ関わるかを考える

場を提供する。

参加の皆さまへ　　

　アジア太平洋地域から多くの応募をいただいた。今後、

送られてきた発表要旨について審査をおこない、発表者を

選考する。発表者については、このニュースが発行される

頃、当会議のホームページ（ＵＲＬは次項概要を参照）を

通して掲載する予定なので、ぜひご覧いただきたい。

　欧米に比べてアジア太平洋地域の博物館を訪問する機

会は少なく、当会議はなじみの少ないこの地域の博物館と

相互交流を深める機会ともなる。また、当会議では、発表

の他に各国の博物館紹介を目的としたポスターセッション

もおこなう予定である。各国博物館活動など様々な事柄に

ついて意見交換をおこなうことで、この地域の博物館状況

を把握し、今後相互連携・交流を深めるネットワーク構築

の第一歩となるよう、ぜひより多くの方に当会議へご参加

いただきたい。また、将来博物館の運営を担う学生が参加
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しやすいよう、学生料金（5000円）を新たに設定するなど

している。学生をはじめ博物館を支える多くの方がこの会

議に参加し、アジア太平洋地域の博物館関係者との交流

が会議終了後も長く続くことを目指したい。　　　　　　

　　　　　（文責：ICOM-ASPAC日本会議2009事務局）
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「ＩＣＯＭ－ＡＳＰＡＣ日本会議2009」 概要

名　　　称

期　　　日

会　　　場

定　　　員

使 用 言 語

内　　　容

参 加 方 法

連　絡　先

ICOM-ASPAC日本会議2009

2 0 0 9 年 1 2 月 7日（月）～9日（水）

国立科学博物館　日本館 2階講堂

1 2 0 名

英語（日英の同時通訳あり。ただし、日本語での発表も可とする。）

基本テーマ：アジア太平洋地域における博物館の中核的な価値の再考と地域遺産
　　　　　　Rethinking of Museums’ Core Value and Regional Heritage in Asia-Pacific

セッション１：アジア太平洋地域の地域遺産
　　　　　　Regional Heritage in Asia-Pacific
　　　　　　コンビナー　チャン インキュン（ICOM-ASPAC委員長）
　　　　　　　　　　　河野　哲郎（前　東京国立博物館国際交流室専門職員）

セッション２：アジア太平洋地域の博物館情報のためのネットワーク構築
　　　　　　Networking Building for Museum Information in Asia-Pacific
　　　　　　コンビナー　マーティン・フェローズ・ゴモン（ミュージアムビクトリア　魚類上席研究員）　
　　　　　　　　　　　松浦　啓一（国立科学博物館 標本資料センタ－ コレクションディレクター）

セッション３：アジア太平洋地域博物館における倫理規定のための人材開発
　　　　　　Human Resources Development for “Code of Ethics” in Asia-Pacific 
　　　　　　コンビナー　バーニス　Ｌ　マーフィー（ICOM倫理委員会委員長）
　　　　　　　　　　水嶋　英治（常磐大学大学院教授）

※各セッションについて、５名程度の発表を予定。現在発表者を選考中。

・日高　健一郎（筑波大学人間総合科学研究科、芸術研究科世界遺産専攻長）
・マーティン・フェローズ・ゴモン（ミュージアムビクトリア　魚類上席研究員）
・バーニス　Ｌ　マーフィー（ICOM倫理委員会委員長）

各セッションについてポスターでの発表希望したものを掲示する。            
ICOM-ASPAC加盟国について、博物館紹介を目的にポスターを掲示する。

最終日に基本テーマ、各セッションテーマについて東京宣言としてまとめる。

都内の博物館等を巡る予定　

参加登録を希望される方は、ホームページから申込入力をしてください。参加費は申込時期によって異なります。
詳しくはホームページをご確認ください。

ICOM-ASPAC日本会議2009 事務局
　　TEL:03-5814-9865,9856 FAX:03-5814-9898
        E-mail:icomaspac2009@kahaku.go.jp
        URL: http://www.kahaku.go.jp/event/2009/ja_icomaspac2009/index.html

テーマ

基調講演者

東京宣言

ポスターセッション

エクスカーション
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「セッション1：アジア太平洋地域の地域遺産」について

 前 東京国立博物館国際交流室専門職員　河野  哲郎

　ICOM-ASPAC日本会議2009のセッション1では、

ICOM-ASPAC委員長にして韓国・鉄の博物館館長である

チャン・インキュン氏と私が司会・進行役をつとめさせてい

ただくことになった。

　セッション1は地域遺産をテーマとしている。内容が非

常に幅広くまたいろいろなアプローチが可能だと思うが、

会議全体を通じての基本テーマは「アジア太平洋地域にお

ける博物館の中核的な価値の再考と地域遺産」であるか

ら、「博物館の中核的な価値の再考」というコンテクストの

中で議論が進展することが本来望まれているといえよう。

また、今回の会議は「博物館と調和的社会」をテーマとす

る2010年の中国・上海でのICOM総会につながるという役

割も担っている。そこで、博物館の価値を問うときに、この

テーマをも踏まえていることも要求されよう。

　以上のような視点に立って地域遺産と博物館のかかわり

を論ずることになると予想されるわけであるが、現時点は

応募論文が集りつつあって近々これらを選考し、発表者を

決定するという段階である。その結果いかなる発表内容と

なるかはまだ決まっておらず、従ってそれらに基づく討議も

実際にどのような話題が中心となるかはわからない。そこ

で、ここではセッションのテーマに沿って私が思うところを

若干述べてみたいと思う。

　そもそもASPACには，ICOM内部のサブ組織として、ア

ジア太平洋地域の博物館の交流を盛んにして連携を深め

ようという目的がある。この地域には少なからぬ数の博物

館・美術館があると思われるし、また地域遺産と一口に言

ってもアジア太平洋地域には文化・自然両分野において多

くの遺産が存在し、それも多岐多様にわたることは想像に

難くない。なかには十分に保存され活用されているとはい

えないものもあるのではないだろうか。そこで，まずそれら

についてわれわれは情報交換によってお互いに知識を深め

る必要があろう。また、2003年のASPAC・スリランカ会議

では、盗難、盗掘、及び不正な取引（特に東南アジア地域

における）が討議された。これらのことについて、われわれ

は知恵を出し合い協同して取り組むことが必要であろう。

　また，人的交流や情報の交換・共有に加えて所蔵品の貸

借ということになると、特にアジアの伝統的な美術工芸品

には脆弱なものが多くあり、その輸送、保護管理の技術が

重要になる。したがって、所蔵品についてのみならずそのよ

うな技術や方法についての知識・認識の共有も必要であろ

う。私が今年の3月まで勤めていた東京国立博物館につい

ていえば、これまでいくつかアジア太平洋地域から所蔵品

を借りて展覧会を開催し、また貸与も行ってきたが、欧米の

博物館・美術館との展覧会を含む交流に比べればその頻

度はずっと少ない。日本における博物館・美術館は欧米の

それらをモデルとして発達・発展してきた。また、他のアジ

アの国々でもほぼ同じようなことをしているように思われる

のだが、実はアジア・太平洋地域の博物館・美術館はお互

いに関する知識をあまり持っておらず、この地域における

博物館の独自なあり方（社会的位置、運営、博物館におけ

る慣例・習慣およびさまざまな専門的技術などすべてを含

む）についてもこれまで意見交換をする機会もあまりなかっ

たのではないだろうか。近年日博協が実施した韓国と中国

での聞き取り調査でも環境の変化、継承の問題、住民の意

識の違い、などさまざまな問題も指摘されている。このたび

の会議は、欧米モデルがうまく適用できないアジア・太平

洋地域独特の部分について検討し、認識を共有する絶好の

機会である。われわれが目指すべきことをひとことでいえ

ば、「アジア地域における博物館の文化を共有する」という

ことだと思う。日本の博物館・美術館関係者の積極的な参

加と活発な意見交換を期待したい。
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「セッション2：アジア太平洋地域の博物館情報のための
ネットワーク構築」について

 国立科学博物館 標本資料センター　松浦　啓一

　ICOM-ASPAC日本会義2009の第 2セッションは「アジ

ア太平洋地域の博物館情報のためのネットワーク構築」と

いう標題で開催される。第2セッションのコンビナーはビク

トリア博物館（オーストラリア）のマーティン・ゴモン氏と私

である。このセッションで扱う「博物館情報」とは、自然史

標本や遺跡から発掘される歴史資料、あるいは美術品など

様々な「標本」や「資料」の情報である。対象物は様々であ

り、多様であるが，博物館のコレクションをデータベース化

しない限り、インターネットが普及した現代社会の要望に

応えることは困難である。そして、データベースを作成する

（言い換えれば標本や資料の情報の電子化）際に忘れては

ならない事は、博物館同士の連携であり、根本的には博物

館で働く人間のネットワーク形成である。これなしにIT技

術を導入しても、構築されるデータベースが博物館活動を

発展させることはないであろう。残念ながら、アジア太平洋

地域では博物館コレクションのデータベース化はごく少数

の国で行われているに過ぎない。また、データベース化が

進んでいる分野がある一方で，殆どデータベース化が行わ

れていないコレクションも存在する。第 2セッションではア

ジア太平洋地域の「博物館情報」に関する活動を紹介し、

今後の活動の方向性を探ることを第一の目的とし、そして、

当地域の博物館関係者のネットワーク形成に資することも

視野に入れている。

　「博物館情報」の活動については自然史系博物館がリー

ドしていると言ってよいであろう。世界の自然史系博物館

では1980年代前半から標本情報のデータベース化が始まっ

た。標本台帳やカードによる標本管理では、限られた標本

情報しか検索できないが、データベースがあれば複雑な検

索条件を設定して、標本情報を検索できる。例えば、学

名、採集地、採集年月日の３つを組み合わせて、特定の場

所、特定の時期に採集された特定の種を選択することは台

帳やカードのみでは不可能である（理論的には可能だが、

実際には無理）。しかし、1980年代にパーソナルコンピュー

タ（PC）が自然史系博物館に導入されると、アプリケーショ

ンデータベースを活用して、上述の複合検索が可能になっ

た。当初導入されたPCの能力は非常に限られたものとはい

え、複雑な検索条件を設定して、キーを押して数時間待て

ば、検索結果が得られるようになった。アナログ管理の時

代には不可能であった標本検索が可能になったのである。

そして、PCの能力向上は著しく進み、現在のPCは往年のス

ーパーコンピュータに匹敵する能力を持っている。そして、

インターネットの普及と相まって、今や世界の主要な自然史

博物館の標本情報を瞬時に検索することができるようにな

ったのである。

　さらに、今世紀に入ると地球規模生物多様性情報機構

(GBIF: Global Biodiversity Information Facility)という国

際科学プロジェクトが始まった。このプロジェクトには日本

やアメリカ、オーストラリアなどの30ヵ国が正式参加し、準

参加の国や機関は60に達している。このプロジェクトの目

的は，インターネットを介して、誰もが、世界のどこからで

も、生物多様性情報を利用できるようにすることである。そ

して、現時点で約1億 9千万件の生物多様性情報がGBIF

ポータルサイトを介して提供されている。

　このようなプロジェクトが実現したのは世界の自然史系

博物館や生物多様性に関わる研究機関の連携・共同があっ

たからである。また、個々のデータベースから提供する標本

情報を共通フォーマットに変換したことが世界的な活動を

実現させたと言えよう。しかし、GBIFプロジェクトは決し

て最初から円滑に進んだわけではない。個々の博物館や研

究機関が使用しているデータベースフォーマットに固執す

る場合もあったし、学名や採集地域の記録方法の違いな

ど、多くの問題を克服しなければならなかった。中でも問題

だったのは、博物館や研究機関、そしてそこに働く人々が

自分の意見を強く主張し、協同する姿勢を取らない場合が

あることであった。これには国や地域による分化や言語の

違いという問題が背景にあったため、多くのワークショップ



「セッション3：アジア太平洋地域博物館における
倫理規定のための人材開発」について

 常磐大学大学院教授　水嶋　英治

　博物館の専門職員・学芸員の養成は世界的な課題であ

る。専門知識だけではなく、職業人としての行動規範も必

要であろう。しかし、十分な教育研修制度がない中で、博

物館専門職の人材養成や倫理規定を考えていくことは不可

能である。今回、ICOM-ASPAC日本会議2009の中で開催

されるセッション3では、アジア太平洋地域の人材開発を

進めていくにはどのようにすれば実現可能か…という問題

を考えようとするのがその背景にある。

　特に、博物館の倫理規定や職業行動規範を策定していく

ためには何が必要で、どのように検討していけばよいか、ま

た人材養成の各国の連携方策などについても国際レベルで

考察する絶好の機会である。

　とは言え、国際的な人材養成制度や教育システムを検討

していくことよりも、まずは人材養成のためにICOM倫理規

定をどのように普及・啓発していけばよいかを考えることの

ほうが現実的であるかも知れない。ICOM-ASPACの準備

段階ではこのような議論を経て、本セッションではふたつ

の形態で展開することとなった。そのひとつはアジアの博

物館が抱えている倫理的問題の情報共有であり、もうひと

つは国際博物館会議の博物館倫理規定に関するワークショ

ップである。前者については、セッション１・２と同様に、ア

ジアの博物館職員からの発表を予定しており、また後者の

ワークショップは、世界で初めてICOM倫理規定のワーク

ショップであるため、ICOM本部からの補助金を得ている。

ワークショップのファシリテータ（進行役）はICOM倫理委

員会の委員が担当する予定である。

　周知のように、ICOM職業倫理規定は1986年11月アルゼ

ンチンのブエノスアイレスにおける第15回ICOM総会で採

択された。これは職業倫理に関する一般規定であり、博物

館専門職として最小限必要とされる業務基準を扱ってい

る。具体的な場面でどのようにこの倫理規定を適用して考

えるか、また行動規範としてどのように活用するか、より具

体的な事例研究が必要である。

　ICOM倫理規定は何度か改定されているものの、約20年

以上の歳月が経過している。日本においても、そろそろ本

格的な検討が必要であろう。そのためには、これまでの日

本博物館協会における検討を踏まえた分析も必要である。

「対話と連携の博物館」（2001年）、「博物館の望ましい姿
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や会議を開き、論議を尽くす必要があったのである。しか

し、世界共通のフォーマットで生物多様性情報を検索でき

るメリットは計り知れない。このことに異論を持つ人はおら

ず、徐々に合意が形成されたのである。

　では、自然史以外の分野ではどうであろうか。残念なが

ら共通フォーマットの形成やデータベースの連携は歴史系

博物館や美術館では進んでいるようには見えない。人間が

作成した対象物であるから、自然物を相手にするときと比

較すると、個々の国や地域、分化など様々な違いがより大き

な問題になるのであろう。また、自然史系博物館と比べると

国を超えた連携・協力体制が弱いことも問題であろう。そ

して、一つの国の中でもこれらの機関の連携は強いとは言

えない場合が多い。ICOM-ASPAC日本会議2009を通じ

て、このような課題解決に向かって歩み出すことができれ

ば幸いである。
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－市民と共に創る新時代博物館」（2003年）、「使命・計画

作成の手引き」、「資料取扱いの手引き」（2004年）などが

あり、いずれの報告書も倫理規定を策定の重要性が指摘さ

れているが、いまだに本格的な検討には至っていない。

　この20年で指定管理者制度が導入されるなど，博物館関

係者の間でも博物館倫理について考える必要性が高まっ

た。さらに一口に倫理といっても博物館としての組織的な

倫理もあれば、個人個人が拠り所にすべき行動規範も必要

である。また、この機会に他国の状況を十分に研究してお

くことも必要であろう。韓国の「博物館・美術館振興法」第

６条第３項では「学芸士は、国際博物館会議の倫理綱領

と国際協約を遵守しなければならない」と規定されている

が、我が国の博物館界は韓国のようにICOM倫理規定の遵

守について特に定めていない。これは日本博物館協会や関

連団体がそれぞれに検討しなければならない事項であろう

が、この機会を最大限に利用してアジアの博物館における

博物館倫理のあり方も大所高所から検討しておくべきであ

ろう。

　現地における資料収集の問題、または現地保存と資料来

歴・所有権との関係をはじめ、検討事項は多くある。日本で

は収蔵物の取得については様々な規定があるが、資料の除

去、管理に関する規定は不十分である。展示の目的、解

釈、撤去等、戦争関連の資料の提供の在り方、人体・骨・

標本・少数民族の展示のあり方、知的財産権の保護など、

専門家でも迷う事項が枚挙にいとまがない。

　現在、ICOMの倫理規定をはじめ、アメリカ、イギリス、

カナダ、フランスの博物館倫理規定はすでに日本語に翻訳

されており、関係者は会議開催を前に一度目を通しておく

ことも必要であろう。先進国の博物館協会や関連専門分野

に倫理規定があるように、日本においてもICOM博物館倫

理規定を検討し我が国の事情を考慮した博物館倫理規定

を策定していくことを考えていくべきではないだろうか。

　当会議での議論や発表が我が国の博物館倫理制定に向

けて一歩でも前進する機会になればと考える次第である。

博物館倫理規定関連表

各国　各団体の制定する倫理規定

文化財の保存にたずさわる人のための行動規範（文化財保存修復学会）

フランス国学芸員職業倫理規程

イギリス博物館の倫理規程（ＭＡ）

アメリカ博物館の倫理規程（ＡＡＭ）

世界動物園水族館協会倫理規約（ＷＡＺＡ）

カナダ博物館倫理指針（ＣＭＡ）

アーキビストの倫理綱領（ＩＣＡ）

日本動物園水族館協会倫理要綱（ＪＡＺＡ）

図書館員の倫理綱領（日本図書館協会）

図書館の自由に関する宣言（日本図書館協会）（1954年）

制定年

2008年

2007年

2002年

2000年

1999年

1999年

1996年

1988年

1980年

1979年改訂
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海　外　ニ　ュ　ー　ス  No.93  安井 亮

独ブレマーハーフェンに、気象博物館が2009年6月に

開館

　世界各地の科学系博物館では気象を展示テーマに取り

上げたところは多いが、気象の専門博物館は今までなか

った。このほど世界ではじめて、世界各地の特徴的な気

候が体験できるユニークな気象博物館「Klimahaus」が、

北ドイツの港町ブレマーハーフェンに2009年 6月27日に開

館した。延べ床面積11.500㎡の広さをもつ同館では、北ド

イツ地方の人々がふだん接することができない、極地の極

寒、アフリカの熱帯地方の蒸し暑さ、スイスの山岳地帯の

快適な気候が、そして南太平洋のサモア諸島の海洋性熱

帯気候が、肌で各地の温度・湿度を体験でき、また臭いも

嗅覚で体験できる。同館ではそうした受動的な体験だけ

でなく、嵐を人工的につくったり、火山噴火もつくること

もできる。さらに身体からの大気への二酸化炭素の放出

を軽減する工夫も展示で学べるしかけが用意されてい

る。気象に関する最新の研究成果は、連携関係にあるア

ルフレッド・ウェゲナー国立極域海洋研究所（ブレーマー

ハーフェン）、マックス・プランク気象研究所（ハンブル

グ）とドイツ気象庁（フライブルク）から提供されている。

Klimahaus, Bremerhaven.

http://klimahaus-bremerhaven.de/

米エクスプロラトリウムが、2012年に全面移転に

　サンフランシスコのエクスプロラトリウムは1969年の設

立以来、サンフランシスコ市内のゴールデンゲートの近く

にあるが、再開発計画（事業主：サンフランシスコ港湾

局）が進んでいる市内のエンバカデロ地区の古い埠頭に

移ることになった。整備は 2期にわたって進められ、第一

期は「ピアー15」と呼ばれる埠頭に残る歴史的建造物を

使って､現在の施設に代わる展示施設として2012年 4月に

リニューアル開館する。2010年 3 月に第一期の着工が始

まるが、新しい施設が完成するまで、現在の場所で開館

を続けることが決まっている。第二期整備計画では、「ピ

アー15」に隣接する「ピアー17」に残る建物が整備され、

またこれらのピアの間を結ぶ空間を有料の屋外展示区域

にするようだ。総工費：175億円。

Exploratorium, San Francisco.

http://www.exploratorium.edu/embarcadero/plan/faq.

html

韓国・釜山に、国立海洋博物館が2012年に開館へ

　大韓民国の東南端に位置する釜山は、ソウルに次ぐ第

２の都市である。国際貿易港と国際空港を備え、海上交

通の要所として古くから外国との文物交流の中心地とし

て栄えてきた。釜山港は1876年の開港以来、世界に伸び

ゆくアジアの物流拠点都市として発展している。その釜山

の臨海地区ドンサンドンに、国土海洋部によって国立海洋

博物館の整備が進んでおり、2009年12月に着工する。延

べ面積25,279㎡規模をもつ新しい施設では、目玉として水

族館が設けられることになっており、その他に造船業と海

運の歴史が紹介されることになっている。また世界の海洋

系博物館では珍しい子どもを対象とした展示をが設けら

れるようだ。建築および展示の企画・設計は、米国のポー

ティコ社（本社シアトル）が手がけ、建物の施工はテヨン

建設と大宇建設が出資した共同企業体で手がけることに

なっている。総工費：約67億円。開館：2012年。

国立海洋博物館、釜山．

http://www.porticogroup.com/portfolio/museums_and

_visitor_centers/korea_national_marine_museum/

米タンパに、グレーザー子ども博物館が2010年に開館へ

　フロリダ州タンパ市で20年年以上の歴史があったタン

パ子ども博物館が全面改築して、2010年に「グレーザー

子ども博物館」として生まれ変わる。新しい施設（延べ床

面積5,000㎡）の常設展示は14のテーマによって構成され

ており、中でもタンパが古くからメキシコ、カリブ海およ

びラテン・アメリカ諸国の貿易港として発展してきたこと

を受けて、港をテーマにしたコーナー「キッズ・ポート」

が中核的展示になっている。キッズ・ポートはタンパ港を

広く知ってもらうことが目的となっており、港湾施設やパ

イロットボートを模した展示空間の中で、子ども達は港湾

労働者や水先案内人に扮したロールプレイングに参加

し、大人が従事している「みなとの仕事」を体験できるよ

うだ。「キッズ・ポート」（KidsPort）では、海図の初歩的

な読み方やチームプレイで遊んだり学んだりすることがで

きるようだ。

Glazer Children's Museum, Tampa.

http://glazermuseum.org/
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■展覧会情報

米ロチェスター科学館で、アメリカ航空宇宙局の「地球

観測システム」展を開催中

会期は、2009年 7月4日から2010年 1月3日まで。

Eyes on Earth.

Rochester Museum & Science Center, Rochester.

http://www.rmsc.org/MuseumAndScienceCenter/exhi

bits/EyesOnEarth/

米ノーチカス海事センターで、「ナノの世界」展を開催中

会期は、2009年 7月4日から2010年 1月3日まで。

It's a Nano World.

Nauticus Maritime Center, Norfolk.

http://www.nauticus.org/trvlexhib.html

http://www.itsananoworld.org/

英グリーニッジ国立海事博物館で、19世紀における「北

西航路」探検を紹介した企画展を開催中

会期は、2009年 5月23日から2010年 1月3日まで。

The North-West Passage: An Arctic Obsession.

National Maritime Museum, Greenwich.

http://www.nmm.ac.uk/visit/exhibit ions/on-

display/north-west-passage/

バンクーバー海事博物館で、地球温暖化が海洋に及ぼす

影響を紹介した企画展を開催中

会期は、2009年 6月1日から12月31日まで。

Meltdown! Oceans React to Global Warming.

Vancouver Maritime Museum, Vancouver.

http://www.vancouvermaritimemuseum.com/

http://www.thefraser.com/archives/351

http://www.cryforearth.org/events/meltdown-oceans-

react-global-warming

http://www.bcmta.com/05news/VMM_Upcoming_Eve

nts.pdf

米ボストン科学館で、ブラックホールの謎に迫った巡回

展を開催中

会期は、2009年 6月21日から9月7日まで。

Museum of Science, Boston.

http://www.mos.org/exhibits_shows/current_exhibits

&d=3145

http://chandra.harvard.edu/BlackHoleExhibit/the_exhi

bition.html

米ペギーノートバート自然博物館で、動物の画像認識を

紹介した巡回展を開催へ

会期は、2009年 9月26日から2010年 4月11日まで。

National Geographic Crittercam: The World Through 

Animal Eyes.

Peggy Notebaert Nature Museum, Chicago

http://www.mos.org/media/docs/CritterCam.pdf

http://events.nationalgeographic.com/events/exhibits/

national-geographic-crittercam/

■常設展示情報

独シュトラールズントのドイツ海洋博物館に、冷水域の

水族館を2008年7月にオープン

Ozeaneum.

Deutsches Meeresmuseum, Stralsund.

http://www.ozeaneum.com/

新デトロイト科学館で、5歳以下を対象とした展示ホール

「キッズタウン」を2008年 9月20日にオープン

Kids Town.

New Detroit Science Center, Detroit.

http://www.detroitsciencecenter.org/KidsTown.html

米ニューメキシコ自然博物館で、宇宙ホールを2009年 5月

15日にオープン

Space Frontiers.

New Mexico Museum of Natural History and Science, 

Albuquerque.

http://www.nmnaturalhistory.org/exhibits/spacefronti

ers/index.html

王立オンタリオ博物館で、生物多様性ホールを2009年 5月

16日にオープン

Schad Gallery of Biodiversity.

Royal Ontario Museum, Toronto.

http://www.rom.on.ca/schad/insidegallery.php

米カリフォルニア科学館で、エコロジー・ホールを

2010年にオープンへ

World of Ecology. 

California Science Center, Los Angeles.

http://www.californiasciencecenter.org/Exhibits/World

OfEcology/WorldOfEcology.php

＊（やすい・りょう）Epost: ZAKvaran@jcom.home.ne.jp
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岩手県立博物館
奥州市牛の博物館

栃木県立博物館

群馬県立自然史博物館
川口市立科学館
狭山市立博物館
千葉市科学館

千葉県立中央博物館

千葉県立現代産業科学館

逓信総合博物館

国立科学博物館
多摩六都科学館
三菱みなとみらい技術館

馬の博物館

横須賀市自然・人文博物館

神奈川県立生命の星・地球博物館
新潟県立自然科学館

立山カルデラ砂防博物館

黒部市吉田科学館
福井市自然史博物館
佐久市子ども未来館

飯田市美術博物館

岐阜県博物館

ディスカバリーパーク焼津
トヨタテクノミュージアム
産業技術記念館
名古屋市科学館

あいち健康プラザ　健康科学館
トヨタ博物館

真珠博物館

多賀町立博物館

企画展「野生動物と生きる－いわてのシカとクマ－」
開館15年記念事業　第18回企画展「和牛と人の織りなす文
化　大山錦子の世界」展
収蔵資料展「牛博の五味清吉作品」
企画展「植物の進化～生きものたちのシーソーゲーム～」
企画展「狩野派－400年の栄華－」
第34回企画展「BONES」
特別展「双眼実体顕微鏡の世界」
秋期企画展「収蔵美術品展 -Sayama Art Collection-」
秋の企画展「BUON GIORNO, Gal i leo! ～ガリレオから
始まった科学～」
秋の展示「縄文の躍動－海と生きた人々の文化－」
生態園トピックス展「アメリカザリガニ」
開館15周年記念収蔵資料展「カメラの世界－なつかしの
名機・大衆機たち－」
原田泰治「ふるさと心の風景」展－切手原画でめぐる
日本のふるさと－
特別展「インカ帝国のルーツ　黄金の都シカン」
写真展～第30回SSP展　自然を楽しむ科学の眼2009～
開館15周年×横浜開港150周年記念特別展「±150年の技術
～エコみらいハウスへようこそ～」
テーマ展「平治の乱850年　源氏の栄光と影」
テーマ展「馬の工芸」
企画展「馬のサーカス・大曲馬」
特別展示「ボタニカルアートの原点」
企画展示「空から見た三浦半島」
木の洞をのぞいてみたら～樹洞の生きものたち～
天文巡回展「ガリレオの天体観測から400年 宇宙の謎を
解き明かす」
企画展「立山をめぐる山岳ガイドたち」
特別展「飛越地震－中央防災会議報告書より－」
鉄道フェスタin吉田科学館
第68回特別展「身近な太古　福井市の化石」
夏の特別企画展「星の謎へのチャレンジ～めざせ!!未来の
ガリレオ～」
ミニ企画展「植物の驚異！～つる植物と食虫植物～」
企画展「色ってなぁに？　いろいろな色の企画展」
企画展「こんなの見つけた！　ぼくのわたしの里山コレク
ション」
特別展「人、和して楽しむ～岐阜の文楽～」
マイミュージアムギャラリーの展示「おもしろアート展
～石ころに描いた世界～」
マイミュージアムギャラリーの展示「甦る銀幕の英雄展
～大正・昭和の時代劇史～」
ふしぎな海の生き物展
蘇るサウンド♪蓄音機～100年前の音を今に～

企画展「ガリレオの天体観測から400年 宇宙の謎を
解き明かす」
「食べもの調べ隊」～合言葉は「ごーやぎゅうにく」～
企画展「はたらくクルマ大集合」
企画展「マンガとクルマ」
特別企画展「A Journey to The World's Stamps of Jewels 
世界宝石切手紀行　～大谷寛コレクション～」
秋の鳴く虫

10月 3 日～12月 6 日
8 月 2 日～10月12日

10月20日～11月 8 日
7 月18日～ 9月23日
10月10日～11月23日
9 月19日～11月23日
9 月12日～10月25日
10月10日～12月 6 日
10月30日～11月29日

9 月26日～11月23日
10月 6 日～11月 8 日
10月10日～11月23日

9 月 5 日～11月13日

7 月14日～10月12日
9 月 8 日～10月 4 日
6 月 2 日～ 9月27日

8 月12日～10月 4 日
8 月12日～10月 4 日
10月10日～11月29日
7 月18日～10月 4 日
10月17日～ 1月10日
7 月18日～11月 8 日
9 月 5 日～10月 4 日

7 月25日～ 9月13日
9 月15日～10月12日
10月24日～11月15日
7 月18日～10月12日
7 月18日～ 9月23日

9 月19日～10月 4 日
10月10日～ 1月11日
7 月25日～10月 4 日

9 月15日～11月15日
8 月23日～ 9月27日

10月11日～11月15日

9 月12日～11月23日
7 月22日～ 9月27日

10月17日～11月29日

9 月19日～12月 6 日
7 月18日～ 9月27日
10月10日～ 3月28日
6 月26日～12月 6 日

9 月19日～11月 8 日

開　催　館 展　覧　会　名 開催期間

9月１０月の特別展

－10－
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滋賀県立琵琶湖博物館

大阪市立科学館
大阪市立自然史博物館
玄武洞ミュージアム

明石市立天文科学館
出雲科学館
倉敷市立自然史博物館

笠岡市立カブトガニ博物館
広島市交通科学館
北九州市立自然史・歴史博物館

北九州イノベーションギャラリー

宮崎県総合博物館

企画展示「骨の記憶－あなたにきざまれた五億年の時」
水族企画展示「バックボーンができるまで!!－骨で見る魚の
進化－」
水都大阪2009協賛展示会「大大阪の時代と電気」
特別展「きのこのヒミツ～きのこで世界はまわってる～」
ジオパーク特別展「玄武洞から始まった古地磁気研究の歩み
－松山逆磁極期と新しい地球科学」
月の探査と未来展
宇宙展
第18回特別展「岡山県の樹木図鑑」
秋の鳴く虫展
色鉛筆画の世界～倉敷の野鳥～
特別展「ヒサクニヒコの恐竜アート展」
時代を駆け抜けたオートバイ
いのちのたび博物館秋の特別展「世界遺産 ナスカ
～地上絵の謎～」
宇宙技術展～宇宙利用のイノベーション～
68億人のサバイバル
廣島一夫氏製作竹製品公開展「暮らしの中の竹と木」

7月18日～11月23日
7 月18日～ 9月 6日

8月12日～10月12日
9 月19日～11月 3 日
7 月 1 日～10月31日

9 月 5 日～11月 1 日
10月10日～11月23日
7 月11日～10月12日
9 月 6 日～ 9月20日
10月22日～11月12日
7 月20日～10日31日
9 月17日～11月23日
9 月19日～11月23日

7 月 4 日～ 9月23日
10月10日～12月13日
10月 3 日～11月23日

開　催　館 展　覧　会　名 開催期間

－11－

リ ニ ュ ー ア ル

呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）

［更新箇所］3階展示室「未来へ」

［主な展示］「科学技術のこれから」、「未来へのメッセ

　　　　　　ージ」（名誉館長に関するコーナー）、

　　　　　「大和シアター」（最新の体感型大型映像シ

　　　　　　ステム，315インチ・フルハイビジョン）

［更新面積］248.17㎡

［オープンの期日］平成21年 7月19日

［準備期間］平成21年 6月5日～

［担当業者］㈱トータルメディア開発研究所

［総工費］45,150,000円

新 規 オ ー プ ン

斎藤報恩会博物館（ポケットミュージアム）

［主な展示］財団法人斎藤報恩会の歴史、古生物（恐竜と

　　　　　宮城県産出の化石類）、動物剥製ほか

［展示面積］200㎡

［オープンの期日］平成21年 7月28日

［準備期間］6ヶ月

［担当業者］㈱乃村工藝社

［総工費］約3千万円

お詫びと訂正：前号（Vol.39, No.4）7月8月の特別展情報で、「恐竜ワールド2009」の開催館が岐阜県博物館となっておりましたが、岐阜市科学
館の誤りでした。関係各位にはご迷惑をおかけして申し訳ありません。ここに訂正させていただきます。

岩手県立博物館

［更新箇所］1階自然史展示室（常設）に新コーナー

　　　　　「地球史の中の岩手の自然」を設置

［更新面積］82.2㎡

［オープンの期日］平成21年 4月28日

［準備期間］平成20年10月～
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ミュージアムパーク茨城県自然博物館 資料課長
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大阪市立自然史博物館 学芸課学芸員　佐久間大輔
科学技術館 企画広報室室長　田代英俊
国立科学博物館 事業推進部 連携協力課長　亀井　修
全科協事務局
国立科学博物館 事業推進部 連携協力課  守井
　　　　　　　Tel.03-5814-9863　Fax.03-5814-9898
発行日　平成21年 9 月 1 日
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東海大学海洋科学博物館

［更新箇所］玄関ホールに新コーナー「クマノミ・キッズ」

　　　　　を設置

［主な展示］クマノミの事を親子で楽しく遊びながら知って

　　　　　もらうための新コーナーで、直径３ｍのタッチ

　　　　　ングプールを中心に参加型の展示や水槽など

　　　　　を設置。コーナー内には、こども未来財団の助

　　　　　成を受けて授乳室を設置。

［展示面積］約90㎡

［オープンの期日］平成21年 7月26日

［準備期間］平成21年 7月

［担当業者］東海教育産業㈱

［総工費］1,300万円
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[平成21年度　東レ理科教育賞]

対　　象：中学校・高等学校レベルでの理科教育における

　　　　新しい発想と工夫考案にもとづいた教育事例

応募資格：中学校・高等学校の理科教育を担当、指導、ま

　　　　たは研究する方

応募締切：平成21年 9月30日　必着

問合わせ：（財）東レ科学振興会　TEL：047-350-6104

          　URL  http://www.toray.co.jp/tsf/index.html

[(財 )福武学術文化振興財団　歴史学・地理学助成]

対　　象：大学・高等専門学校、博物館等研究機関が承

　　　　認する研究者

助成期間：平成22年 4月1日より１年間

応募締切：平成21年 9月18日　当日消印有効

問合わせ：（財）福武学術文化振興財団事務局

　　　　TEL 042-356-0810

　　　　URL http://www.fukutake.or.jp/science/top

[(財 )福武学術文化振興財団

　　　　　　　　　瀬戸内海文化研究・活動支援助成]

対　　象：原則として不問

助成期間：平成22年 4月1日より1年間

応募締切：平成21年 9月30日　当日消印有効

問合わせ：（財）福武学術文化振興財団事務局　

　　　　TEL 042-356-0810

　　　　URL http://www.fukutake.or.jp/science/top

[平成22年度笹川科学研究助成　実践研究部門]

研究対象領域：生涯学習施設（博物館、公民館等）におけ

　　　　　　る展示資料の研究や地域貢献に向けた研

　　　　　　究　ほか

募集対象者：学芸員ほか専門的立場にある者、あるいは問

　　　　　題解決に取り組んでいる当事者など（非常

　　　　　勤も可）

申請受付：平成21年10月1日～15日　必着

問合わせ：（財）日本科学協会　笹川科学研究助成係

　　　　TEL　03-6229-5365

　　　　URL　http://www.jss.or.jp

お知らせ
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